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進行肺癌患者の 全身倦怠感 に対す る

補 中益気湯の 有用性

栃木県立が ん セ ン タ
ー
呼吸 器科

○森　 清志 、斉藤芳国、審永慶晤

【目的1 抗癌剤に よる副作用は 多種 で あ り、そ の 中で血 液毒性 、消 化器 症状 に 対 し て は

多くの 施設で こ れ らの 副作用対策が工 夫され 報告 されて い る 、 近年 、進行肺癌に 対 し強

力 な化 学療法が施行 され る ように な り、それに 伴 う副作用 と して の 全身倦怠感が頻 繁に

み ら れ 、時 と して dose　limiting　factorとな っ て い る 。 今回、肺癌化学療法 の 全 身倦怠感に

対 す る補 中益 気湯 の 有用性 に つ い て 検討 した 。

【対象 ・方法1 当院で シ ス プ ラチ ン 5 日 間持続点滴静注 を含 む 多剤併 用療法 を受 けた原

発性肺癌 の 入院患者 を対象 と した 。た だ し、
PS3 以上 、年齢80歳以 上 、重篤 な合併症 を

有す る もの は対象除 外 とした 。

　補 中益気湯の 投与 の 有無は乱数表 を用 い て 無作為比較 試験を行 っ た 。 補 中益気湯投与

群は 化学療法開始 1 週以上前よ り投与開始 し、最終 化療 コ ース 終了後 4 週以上連続投与

した 。 補 中益気湯 （ツ ム ラ ）は 2．5g を 1 回量 とし、 ］．日 3 回 食前に内服 させ た。効果は 、

週 1 回 患者が 記載 し た健康 日記 と医師 ・看 護 婦 が記 載 し た 症 状 記録 をもとに 検討 した 。

観察期 間 は 治療開始 か ら最終 化療 コ ー
ス 終 了後 4 週 ま で とし た

。 健康 日記の 内容は全身

倦怠感 の 有無 ・程度 、食欲 ・気分 の 状 況 、悪心 ・嘔 吐 の 有無で あ る 。

　化学療法は非小細胞肺癌 に 対 して シ ス プ ラチ ン （25mg／m ソ日、5 日間持続点滴静注 ：CI）

と ビ ン デ シ ン （3mg ／m
’

、静注 、　 day　1 、8 ）の 併 用、小細 胞癌に 対 して は シ ス プ ラチ ン

（25mg／m ソ日、CI） とエ トポ シ ド （100mg／m1 ／日 、day　l 、3 、5 ）を併用 し、 3〜 4 週

ご と に 繰 り返 した ．シ ス プ ラ チ ン の 投与法は 25mg／m 噛 1 日量 とし、 1 日 の 総投与量 を 3

分割 し8 時間ご と に SOOrn¢ の 生理 食塩水内に 溶解し、末梢静脈 よ り 5 日間持続点滴静注 を

行 っ た 、、制吐 剤 と しては メ トク ロ プ ラ マ イ ド、メ チ ル プ レ ドニ ゾ ロ ン 、ジ フ ェ ン ヒ ドラ

ミ ン 、ア ル プ ラ ゾ ラ ム を使用 した 。

【成績】91年 5 月の 時点 で 37例 が登 録 され 、うち 4 例 が 進行中で 、 2 例は ］ コ ー
ス 目 で

病 変が 進行 した ため 放射線 治療に 変更 した脱落例 で ある。評価可能例 は 31例で 、補中益

気湯投与群 18例 、非投与群 13例 で あ っ た。患者の 背景因子は両群 に 差が なか っ た。化学

療法は 投与群 で 平均 3 ，1 コ ース 、非投 与群 で 2．4 コ ー
ス 施行 さ れ た 。全 身倦 怠感 に つ い て、
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投 与群は 非 投与 群 に比べ 発現頻 度 は 少 な く 〔P ＜ 0．05）、発現 強度 も弱か っ た （P 〈 0．0ユ〉。

気 分 の 改善お よ び 食欲 不振 の 改善 も投与群 に 有意に 認め られ た （P〈 O．Ol ）c 消化器症状

の 頻度は 両群間に 差が な か っ た 。また 補 中益 気湯 に よる 副作 用は 認め られ なか っ た 。

【考 察】我 々 の 施設 で は肺癌 の 化学療法 と して 、シ ス プ ラチ ン の 5 日間持続点 滴静注法

を基盤 とした 併用療法 を行 っ て お り、良好 な成績 を得 て い る。副作用 として 消化器症状 、

腎毒性の 頻 度 は 少な い もの の 血液 毒性 は 強か っ た 。血1液毒性 は rG
−CSF の 併 用 に よ り軽

減 で きる ように な り、さ ら に 強力な化学療法 も可能 とな り て きた 。 しか し、強力な化 学

療法に 伴 い 副作 用 と し て の 全 身倦怠感が 頻 繁 に み られ るよ うに な り、全 身倦 怠感 の た め

治療 の 継続が 困難な症例か 認め られ る ように な っ た u しか し、現 状 で は 抗癌剤に よ る全

身倦怠感 の 予防 お よ び 緩和 策に つ い て の 報告例は 少 な い 。今回 、我 々 は癌化学療法 の 全

身倦怠感 に 対 し補 中益気湯 の 有用性 に つ い て 無作為比較試験 に て 検討 した 。そ の 結 果、投

与群 に 有意 に 全 身倦 怠感 の 頻 度が 低 く、程 度 も弱 く．気分 の 改 善お よ び 食欲不 振 の 改善

も認 め られ 、補中益気湯 は有用 である と考 えられ た。

　【結論 】癌化学 療法に 伴 う全身倦 怠感 の 予防お よ び 気分 の 改善 に 対 し補 中益気湯は 有用

と考え ら れ る、さら に 症例 を追加 して 検 討 中で あ る ．，
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